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7月の豪雨災害で被災した久留米市田主丸町でボランティア活動を行いました
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●県議会に親子傍聴席を設置

福岡県議会では、 傍聴者の年齢制限撤廃、 授乳やおむつ替えが

できるスペ ー スの確保など、 子育て世代が議会を傍聴しやすい環

境づくりを行なってきました。 しかし、 乳幼児が泣いてしまった

り通路を歩き回ったりする場合は、 議事の進行に支障をきたして

しまうため一 時的に議場を退室していただいておりました。

こうした状況を改善するため、「親子傍聴席」を新たに設けます。

傍聴をしながらお子様のお世話ができる環境を整え、 子育て世代

の皆様が議会に参加しやすい環境をサポ ー トしてまいります。
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親子傍聴席へ改修

福岡県議会議員（博多区選出）の坪田すすむです。 4月に行わ

れた福岡県議会議員選挙で初当選し、 1期目の議会活動をスタ ー

トさせることができました。 6月議会では本会議で初登壇し、 高

次脳機能障がいを持つ方への支援と、 県内の公共交通のバリアフ

リ ー 推進について 一般質問を行いました。

高次脳機能障がい 支援と理解促進、県に要望
一般質問 I 

支援遅れる「見えない障がい」 県の認識は

坪田：高次脳機能障がいに対する知事の認識を

お尋ねしたい。

知事：高次脳機能障がいは症状を外見上で判断

しづらく、 患者の負担が周囲に理解されにくい。

相談しやすい環境の整備、 障がいの 早期発見と

リハビリ、 日常生活の支援が必要だ。

坪田：高次脳機能障がいの患者の実例を紹介し

坪田すすむ

た い。 こ の 方

は、 就業中に

く も膜下出血

で倒れて救急

搬送さ れ、 手

術が成功した

ので普段の生活 に戻った。 しかし職場復帰後、

新しいことが覚えられず、 疲労感に も悩まされ

るようになり、 退職せざるを得なくなった。 後

に高次脳機能障がいが原因であることが判明し

た。

職場復帰前、 本人や周囲に高次脳機能障がい

に関する知識があれば、 適切に復職できたので

はないかと悔やまれる。 高次脳機能障がいは、

入院中に目立った症状が無ければ、 医療スタッ

フに見落とされやすいと言われており、 気づか

れずに退院してしまうケ ー スもある。 また、 本

人も受傷前と受傷後の変化に気づけないことも

ご家族など周囲の方々に対する情報提供

と早期発見が重要だ。

あり、




